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・本部ｾﾝﾀｰ屋外と倉庫、生活ｾﾝﾀｰ本部の執務室

の照明器具を省エネ型に取替えました。次年度

はその効果を測定していきます。 

・2021 年度も連合会と合理化を図るために施設設

備を共同使用しました。引き続き、次年度も全体

で消費電力の抑制につなげていきます。 

・全部署にて長時間労働の抑制に向けて業務改

善を行い、時間外労働の抑制と消費電力の抑制

につなげました。 

・東部ｾﾝﾀｰの消費電力が急激に増加したため、

その原因の調査を実施しました。次年度にはそ

の課題の改善に向けて対策を図ります。 

・生活ｾﾝﾀｰの太陽光発電設備に不具合があった

箇所の改修とｿﾌﾄｳｪｱを新しいものに更新して、

発電状況の確認ﾃﾞｰﾀの集計を再開しました。

・ｺﾛﾅ禍の影響を受けて宅配需要が高まり配送件

数が増加しましたが、随時、配送ｺｰｽの適正化を

図り、前年に比べ削減することができました。 

・無事故ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを活用し、ﾄﾞﾗｲﾌﾞﾚｺｰﾀﾞｰの記録

映像によりﾋﾔﾘﾊｯﾄを共有し、安全運転の徹底を

図りました。次年度も継続して取り組みます。 

・ｲﾚｷﾞｭﾗｰ配送を抑制するために、誤配率削減へ

の取り組みを実施しました。次年度も引き続き、

目標を掲げて取り組みます。 

・法令の主旨を理解し、管理体制と手順を整備し、

対応しました。 
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・ｺﾛﾅ禍の影響もあり、ｲﾍﾞﾝﾄや交流会をｵﾝﾗｲﾝに

よる開催となるなどで、施設への来協が減少し、

本部ｾﾝﾀｰと稲沢ｾﾝﾀｰの使用量は減少しまし

た。 

・せんい ST にてﾄｲﾚの漏水が発生しましたが、早

期の発見と修繕工事を実施したことにより、全体

の使用量への影響はありませんでした。 

・連合会を通じた生協間連携を活かして、再資源

化できる品目数を増やすことができました。 

組合員に周知を図るためにチラシを作成し、呼び

かけをしました。 

・ﾈｯﾄ注文の利用を推進し、紙媒体からｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

環境への誘導を図りました。 

・長年、課題となっていた稲沢ｾﾝﾀｰの不用品の廃

棄処分を実施しました。 
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・商品カタログにて商品普及を継続しました。 

・商品カタログにて商品普及を継続しました。 

・2 つの生産者と交流会を開催しました。 

・ｸﾞﾘｰﾝ購入適合商品の購入を継続しました。 

・ﾌﾘｰﾏｰｹｯﾄはｺﾛﾅ禍の影響を受けて中止としまし

たが、「MOTTAINAI 月間」を実施して、組合員の

みなさんと身近な環境問題について考える機会

を設けました。次年度はﾌﾘｰﾏｰｹｯﾄに替る企画を

検討していきます。 

 

・親子での食育体験を実施しました。 

・ｺﾛﾅ禍の影響を受けて中止としました。 

・春/夏/秋/冬と年に 4 回発行できました。 

・ｺﾛﾅ禍の影響を受けて中止となりました。 

・防災に講座を開催しました。 
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・部署ごとに通報・消火・避難ﾏﾆｭｱﾙの点検と初期

対応の訓練を実施しました。 

・現在のﾏﾆｭｱﾙの見直しには至りませんでした。 

・災害発生に備えた器具備品の設置と非常食など

の備蓄品を整備しました。 

・連合会と共通するﾏﾆｭｱﾙに見直しを図り、災害

時の安否確認訓練を実施しました。 

・検温の実施や役職員の体調不良に関する情報

共有、簡易検査ｷｯﾄなど備品を整えました。 

一般廃棄物、産業廃棄物の適正処理 

指定表示製品の分別識別表示 

特定家電製品の適正処理 

フロン類の適正管理・点検・記録 

配送車両、営業車両の排気ガス 

定期的な保守点検・清掃・法定検査 

特定施設の設置の届出 

特定施設の設置の届出 

消防用設備等の定期点検・総合点検 

衛生委員会の設置 

原動機の停止指導及び周知の措置 
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